
「津波は逃げるが勝ち！」揺れてから、
５分で逃げれば被災者０

ゼロ
！

11-2015天気 足湯 笑顔 最高！
アクアステーション
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優勝者フェスティバル出演者及び演目
第 21 回　池上涼子さん　　尾鷲節、津軽小原節
第 22 回　渡辺二三子さん　尾鷲節、伊予節
第 25 回　仲純子さん　　　尾鷲節、なしょまま節
第 26 回　馬場清江さん　　尾鷲節、秋田馬子唄
第 27 回　嶋本早苗さん　　尾鷲節、伊勢音頭
第 28 回　吉田菜央美さん　尾鷲節、山中節～山中鉄砲獅子踊り
第 29 回　細川澄美枝さん　尾鷲節、江差追分
第 30 回　今大会優勝者　　尾鷲節
※第 23・24 回優勝者は都合により出演されませんので、ご了承ください。

第
30
回  

全
国
尾
鷲
節
コ
ン
ク
ー
ル

11
月
７
日
㈯
～
８
日
㈰
開
催

　
全
国
尾
鷲
節
コ
ン
ク
ー
ル
は
今
回
で
30
回
目
を
迎
え
ま
す
。
全
国
か
ら
尾
鷲
節
の
愛
好
家
た
ち
が
集
ま
り
、中
学
生
以
上
を
対
象
と
し

た「
一
般
の
部
」「
壮
年
の
部
」と
小
学
生
以
下
を
対
象
と
し
た「
少
年
少
女
の
部
」の
２
部
門
で
、尾
鷲
節
の
唄
い
手
日
本
一
を
決
定
し
ま

す
。ま
た
、第
30
回
の
節
目
を
祝
い
、過
去
の
優
勝
者
を
招
い
て
ス
テ
ー
ジ
披
露
す
る「
優
勝
者
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」も
開
催
し
ま
す
。

そ
し
て
、開
催
会
場
で
あ
る
せ
ぎ
や
ま
ホ
ー
ル
で
は
、約
20
店
舗
が
出
店
す
る
屋
台
村
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト（
11
月
８
日
㈰
の
み
雨
天
中

止
）、そ
の
他
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、全
国
尾
鷲
節
コ
ン
ク
ー
ル
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 11 月７日㈯　無料シャトルバス運行
おわせ魚まつりとイタダキ市が行われている尾鷲魚市場と全国尾鷲節コンクールが行われる尾鷲市
民文化会館（せぎやまホール ) を結ぶ無料シャトルバスを運行します。午前 10 時から午後１時まで
の間、往復運行しますのでご利用ください。

コンクールスケジュール（時間が前後する場合があります。）
７日㈯　正午　受付開始

午後 １時 30 分～　開会宣言・審査員紹介
 35 分～　予選開始（壮年の部・一般の部）

午後 ４時 15 分～　アトラクション（尾鷲節保存会・坂東流柳蛙会）
 45 分～　審査発表

午後 ５時～　　　  長渕勇次さんのものまねコンサート（無料）

８日㈰　午前 ８時～　　　 受付開始
午前 ９時 15 分～　市長挨拶・審査員紹介

 20 分～　決勝開始（壮年の部・一般の部）
午前 11 時～　 　 　 アトラクション（ロックジャム）
午前 11 時35 分～  優勝者決定戦進出者発表

45 分～  少年少女の部開始
午後 12 時25 分～  優勝者決定戦開始

55 分～  アトラクション（坂東流柳蛙会）
午後 １時 45 分～　表彰式
午後 2 時 15 分～　優勝者フェスティバル（終了後、お楽しみ抽選会）

場
所　
尾
鷲
市
民
文
化
会
館

（
せ
ぎ
や
ま
ホ
ー
ル
）

７日㈯の催し
◆菓子まき　　　　　　　　　　　　　正午～
◆物産展・出店（約 20 店舗出店予定）　 正午～午後 4 時 30 分
◆尾鷲小学校４年生による太鼓演奏　　午後 １時～１時 30 分
◆尾鷲節総踊り（みんなで踊ろう）　    午後 １時 30 分～午後２時
◆ＤＪイベント　　　　　　　　　　　午後 ２時～３時
◆もちまき　　　　　　　　　　　　　午後 ３時～

８日㈰の催し
◆フリーマーケット（雨天中止）　       午前  ９時～午後３時
◆物産展・出店　　　　　　　　　　　 午前 10 時～午後２時 30 分 
◆尾鷲中学校ブラスバンド　　　　　  午前 10 時～11 時

※アトラクションや付帯事業は、スケジュールの都合により変更する場合があります。

尾鷲節応援店は全国尾鷲節コンクールを応援します。
　前日の新聞折り込みか、会場に置かれた尾鷲節応援店マップに記載している
店（約20店）に行くと応援店としてのサービスを受けることができます。サー
ビス内容は各店舗へお問い合わせください。

お問い合わせ　水産商工食のまち課　☎�８２２３



❸

11
月
７
日
㈯ 

開
催
場
所　
尾
鷲
魚
市
場

第
５
回  

お
わ
せ
魚
ま
つ
り

　

尾
鷲
の
お
い
し
い
魚
を
皆
さ
ん
に
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
わ
せ
魚
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
誰
も
が

参
加
で
き
る
無
料
イ
ベ
ン
ト（
※
セ
リ
市
、鮮
魚
販
売
は
代
金
が
必

要
）が
あ
り
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

【当日に参加できるイベント】
①試食コーナー　午前９時～

アオリイカ他鮮魚、干物、大敷汁、あおさ汁
などの試食ができます。（なくなり次第終了
です。）

②タッチプール　午前９時～
尾鷲の海の生き物に触れるプールを設置し
ます。

③子供ゲームコーナー　午前９時～
ゲームに挑戦して景品がもらえます。
※小学生以下が対象です。

④マグロ目方当てクイズ　午前９時～10 時
解体ショーで用いるマグロの重さを当てる
クイズをします。当たった人にマグロのブ
ロックなどの豪華賞品をプレゼント。※小
学生以下が対象です。

⑤マグロの解体ショー　午前10時～10時30分
マグロを一尾まるごと解体します。また、
マグロの刺身の試食も行います。（なくな
り次第終了です。）

⑥鮮魚販売　午前 10 時～
水揚げの状況により開始時刻が前後しま
す。（なくなり次第終了です。）

【事前に申し込みが必要なイベント】
※事前公募は終了しました。
①定置網漁業体験　午前６時～８時

市内の小学５、６年生が参加します。
②干物作り体験教室　午前８時～10 時

市内の小学生親子が参加します。
（５、６年生に限り、子供のみの参加も
できます。）

③養殖業体験鯛の三枚おろし教室・コンテスト
午前８時～11 時
市内の中学・高校生が参加します。
※三枚おろし・コンテストのみの場合
は、午前９時～11 時です。

④セリ市　午前 10 時 30 分～
20 組が対象です。（１組２人まで）

お
問
い
合
わ
せ　
水
産
商
工
食
の
ま
ち
課　
☎
�
８
２
３
１

11
月
28
日
㈯ 

開
催

場
所　
尾
鷲
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
の
場
合
は
尾
鷲
小
学
校
体
育
館

等
で
実
施
し
ま
す
。

平
成
27
年
度　

尾
鷲
市
防
災
フ
ェ
ア

　

市
全
体
の
防
災
減
災
意
識
の
育
成・向
上

の
た
め
、左
記
の
と
お
り
防
災
フ
ェ
ア
を
開

催
し
ま
す
。
見
て
、聞
い
て
、感
じ
て
、防
災

意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
危
機
管
理
室

☎
�
８
１
１
８

内
容　
資
機
材
及
び
車
両
等
の
展
示
、防
災
啓
発
等

参
加
機
関陸

上
自
衛
隊
第
33
普
通
科
連
隊
、自
衛

隊
三
重
地
方
協
力
本
部
、尾
鷲
海
上
保

安
部
、尾
鷲
警
察
署
、三
重
県
紀
北
地

域
活
性
化
局
、三
重
紀
北
消
防
組
合
、

尾
鷲
消
防
署
、市
消
防
団
等

※
雨
天
時
は
内
容
の
一
部
変
更
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

天
候
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、予
定
よ
り
早

く
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　
地
震・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
に
備
え
、情

報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。こ
の
訓
練
は
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム（
※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
用
い
た
訓
練
で
、

尾
鷲
市
以
外
で
も
行
わ
れ
ま
す
。

◆
日
時　
11
月
25
日
㈬　
午
前
11
時
頃

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

地
震・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、国

か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
情
報
を
伝

え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

◆
伝
達
方
法　
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
一
斉
放
送

◆
放
送
内
容

チ
ャ
イ
ム
音
⇨「
こ
れ
は
、テ
ス
ト
で
す
」（
３

回
）⇨「
こ
ち
ら
は
、ぼ
う
さ
い
尾
鷲
市
で
す
」⇨

チ
ャ
イ
ム
音

　
11
月
５
日
は
津
波
防
災
の
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、緊

急
地
震
速
報
の
全
国
一
斉
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時　
11
月
５
日
㈭　
午
前
10
時
頃

お
問
い
合
わ
せ　
防
災
危
機
管
理
室　
☎
�
８
１
１
８

緊
急
地
震
速
報
の
全
国
一
斉
放
送

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

を
用
い
た
訓
練



❹

　

10
月
５
日
㈪
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー（
個
人
番
号
）制
度
が
施
行

さ
れ
、全
国
で
通
知
カ
ー
ド
の
郵

送
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
と
こ
ろ
へ
届
く
ま
で
に
時
間
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、郵

送
さ
れ
て
き
た
通
知
カ
ー
ド
は
必

ず
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
郵
送
す
る
通
知
カ
ー
ド

は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
様
々
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
、

必
ず
必
要
と
な
る
も
の
で
す
の

で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
通
知
カ
ー
ド
は
、原
則
と
し
て

住
民
票
の
住
所
の
世
帯
主
へ
、簡

易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。
住
民
票

に
記
載
さ
れ
た
世
帯
全
員
分
の
通

知
カ
ー
ド
が
１
通
で
届
き
ま
す
の

で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、複
数
世
帯
が
同
居
し
て

い
る
場
合
は
、そ
の
世
帯
ご
と
に

郵
送
し
ま
す
。

　
書
類
が
届
い
た
ら
、通
知
カ
ー

ド
部
分（
上
部
）は
丁
寧
に
切
り

取
っ
て
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。
下
の
部
分
は
、個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
申
請
書
兼
電
子
証
明

書
発
行
申
請
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
申
請
書
は
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
を
希
望
す
る
人
が
使
用
す
る
も

の
で
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、通
知

カ
ー
ド
と
違
い
、本
人
確
認
書
類

と
し
て
使
用
で
き
る
と
と
も
に
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
確
定
申
告
に
も

使
用
で
き
る
カ
ー
ド
と
な
り
ま

す
。
交
付
に
つ
い
て
は
、初
回
は

無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
開
始
は

１
月
か
ら
で
す
が
、交
付
申
請
が

集
中
し
た
場
合
、交
付
が
遅
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
使
用
目
的
が

法
律
で
限
定
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、受
け
と
っ
た
通
知
カ
ー
ド

は
、む
や
み
に
人
に
見
せ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
電
話
確
認
が

あ
っ
た
場
合
で
、自
分
に
覚
え
の

な
い
時
は
、「
折
り
返
し
電
話
す

る
」や「
教
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
」な
ど
と
返
答
し
て
、一
旦
電

話
を
切
り
、そ
の
電
話
内
容
に
つ

い
て
家
族
や
市
役
所
な
ど
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
在
な
ど
に
よ
り
、通
知
カ
ー

ド
を
受
け
取
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、郵
便
局
の「
郵
便
物
等
ご
不

在
連
絡
票
」に
記
載
さ
れ
て
い
る

方
法
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
け
取
れ
な
か
っ
た
通
知
カ
ー
ド

は
、一
定
期
間
郵
便
局
で
保
管
し

た
後
、市
へ
返
却
さ
れ
ま
す
。
返

却
さ
れ
た
カ
ー
ド
は
、世
帯
主
ま

た
は
世
帯
構
成
員
が
市
民
サ
ー
ビ

ス
課
窓
口
で
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、本
人
確
認
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、免
許
証
な
ど
を

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
開
始
に
よ

り
、住
民
票
に
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、目
的
が
限

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、申
請

時
に
詳
細
な
使
用
目
的
を
記
入
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
使
用
目
的
が
交
付
で
き
る
使
用

目
的
以
外
の
場
合
は
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
記
載
の
住
民
票
発
行
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご

了
承
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
住
民
票
に
交
付
に
つ
い

て
は
、変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
開
始
に

伴
い
、個
人
情
報
漏
洩
防
止
を
徹

底
す
る
た
め
、市
民
サ
ー
ビ
ス
課

受
付
窓
口
の
場
所
を
変
更
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
証
明
書
交
付・

戸
籍
届
出
の
受
付
窓
口
を
広
く

取
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、受
付
窓

口
を
東
側
の
み
と
し
、受
付
窓
口

以
外
の
と
こ
ろ
に
は
、仕
切
り
を

設
置
し
ま
し
た
。
窓
口
が
減
る
こ

と
で
こ
れ
ま
で
よ
り
手
続
き
に
時

間
が
か
か
り
、お
待
た
せ
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、皆
さ
ん
の
個

人
情
報
を
守
る
た
め
、ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

☎
�
８
１
６
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

通
知
カ
ー
ド
を
郵
送
し
ま
す

郵
送
方
法
に
つ
い
て

通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
ら

受
け
取
れ
な
か
っ
た
場
合
は
？

個
人
番
号
記
載
の
住
民
票
の

交
付
に
つ
い
て

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
の
受
付
窓

口
が
変
わ
り
ま
し
た

皆さんの大切な情報を守るために窓口を改修しました。
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親子のコーナー
・絵本の読み聞かせと絵本展示
・親子ふれあい遊び（親子ヨガ）

第１回：午後１時～、第２回：午後２時～
【定員】各回 10 組 教室実施時間 45 分
【対象】平成 21 年４月２日～平成 24 年 4 月 1 日

生まれの児とその親
【申込】11 月 2 日㈪～（定員になり次第締め切ります）

健康長寿推進係☎�３８７１へ
直接申し込んでください。　

・市内小学校の読書活動の作品紹介
・年長園児による絵の展示　テーマ「笑顔」

転倒予防コーナー
（ロコモ予防）
自分の体を知ろう！
☆骨密度測定
☆足腰の力チェック

①ロコモチェック ②足ゆび力
☆足型測定
　足の裏から健康チェック！

お口の健康コーナー
（虫歯・歯周病予防）
・歯みがき練習：歯ブラシプレゼント
・歯医者さんと歯科衛生士さんによる

お口の相談コーナー
・お口の中の虫歯菌を見てみよう !!
・介護予防のためのお口の手入れ

☆手作り簡単おやつ　

開催日：11 月 15 日㈰ 
受　付：午前 10 時～午後３時
場　所：福祉保健センター

お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１

健康 ＨａｐｐｙＤａｙ

健康HAPPY
ポイント対象事業

地域と協働の取り組み
～健康づくり教室の取り組み紹介～
梶賀・曽根・賀田・古江・三木里・三木浦・
早田・九鬼・須賀利

紀北医師会、尾鷲歯科医師会、紀北薬剤師会、尾鷲市自治会連合会、尾鷲市区長会、尾鷲市老人クラブ連合会、尾鷲商工会議
所、尾鷲保健所、尾鷲市食生活改善推進協議会、尾鷲市連合婦人会、尾鷲市健康ウォーキングサポーターの会、尾鷲保育園、
市内幼稚園・小学校、尾鷲市健康づくり推進員、尾鷲総合病院

センター内は禁煙です !!

こころの健康コーナー
（ストレス予防）
・ストレスチェック
・ストレスの解消法

☆ こころ♡ほっとコーナー
おいしいお茶で、
こころリラックス

・うつ予防コーナー

尾鷲市 ハ ッ ピ ー デ イ

高血圧予防コーナー

◆尾鷲の健康ウォー
キングやウォーキ
ングコースの紹介

（まちなかや秘境など）

◆血圧測定
お医者さんの
相談コーナー

試食があります！

・料理の仕方でおいしく減塩！ 
・我が家のレシピと工夫紹介

健康のための食事コーナー

高血圧・骨粗鬆症予防の食事

認知症予防コーナー
脳トレーニング、ゲームなど

がん予防コーナー
乳がん自己検診法の紹介、薬物乱用
防止ポスター展示など

試食があります！

健康チェックコーナー

・日頃の気になる症状をチェック！
☆ 薬剤師さんが相談にのってくれます。

来場者プレゼント
おわせ HAPPY ロゴ入りエコバッグ・風船協 力

（要申込）
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お知らせします！ 　 市 の 財 政 状 況 お問い合わせ　財政課　☎�８１４１

一般会計の歳出状況
予 算 額 合 計　　99億5,762万9千円
支出済額合計　　29億4,231万5千円
執 行 率　　29.5%

科　　目 予 算 額 執行率
支 出 済 額

民 生 費
34 億 8,024 万 5 千円

28.4% 
9 億 8,862 万 9 千円

総 務 費
14 億 8,244 万 9 千円

24.2% 
3 億 5,862 万 2 千円

衛 生 費
13 億 6,433 万 5 千円

52.1% 
7 億 1,111 万 9 千円

公 債 費
11 億 1,615 万 1 千円

0.5% 
543 万 8 千円

教 育 費
7 億 3,509 万 1 千円

35.3% 
2 億 5,959 万 2 千円

消 防 費
6 億　512 万 2 千円

41.9% 
2 億 5,337 万 1 千円

農 林 水
産 業 費

5 億　875 万 9 千円
18.6% 

9,447 万 4 千円

土 木 費
3 億 3,584 万 1 千円

29.8% 
1 億 　　6 万 9 千円

商 工 費
1 億 7,378 万 2 千円

57.8% 
1 億 　 49 万 0 千円

議 会 費
1 億 4,785 万 4 千円

47.7% 
7,051 万 1 千円

予 備 費
500 万 0 千円

0.0% 
0 千円

災 害 復
旧 費

300 万 0 千円
0.0% 

0 千円

( 平成 27年８月31日現在 )

一般会計の歳入状況
予 算 額 合 計　　99億5,762万 9千円
収入済額合計　　34億6,520万 3千円
収 入 率　　34.8%

科　　目 予 算 額 収入率収 入 済 額

地方交付税
33 億 6,000 万 0 千円

43.5% 
14 億 6,148 万 8 千円

市 税
21 億 4,473 万 1 千円

50.1% 
10 億 7,397 万 3 千円

市 債
12 億 3,160 万 0 千円

0.0% 
0 千円

国庫支出金
10 億 8,847 万 0 千円

33.5% 
3 億 6,471 万 0 千円

繰 入 金
7 億 7,042 万 5 千円

0.0% 
0 千円

県 支 出 金
6 億 1,389 万 3 千円

8.3% 
5,105 万 0 千円

地 方 消 費
税 交 付 金

2 億 5,411 万 7 千円
26.0% 

6,601 万 9 千円

使 用 料 及
び 手 数 料

1 億 3,681 万 1 千円
43.3% 

5,926 万 5 千円

分 担 金 及
び 負 担 金

1 億 2,835 万 8 千円
35.1% 

4,504 万 0 千円

諸 収 入
8,630 万 3 千円

18.7% 
1,615 万 9 千円

地方譲与税
5,900 万 0 千円

27.2% 
1,604 万 4 千円

財 産 収 入
3,575 万 1 千円

35.7% 
1,275 万 0 千円

繰 越 金
2,256 万 9 千円

1048.6% 
2 億 3,665 万 3 千円

そ の ほ か
2,560 万 1 千円

242.4％
6,205 万 2 千円

( 平成 27年８月31日現在 )

　市では、皆さんから納められた税金や、国・県の補助金・交付金などがどのように
使われているか、また市の財産や借金（市債）がどれくらいあるのかなどについて、
皆さんに知っていただくために財政状況を公表しています。

※歳入の「そのほか」は、利子割交付金・地方特例交付
金・配当割交付金・自動車取得税交付金・交通安全対策
特別交付金・株式等譲渡所得割交付金・寄附金です。
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お知らせします！ 　 市 の 財 政 状 況
各特別会計の予算執行状況

会　計　名 予 算 額 収入率 予 算 額 執行率収 入 済 額 支 出 済 額

国 民 健 康 保 険 事 業
30 億 2,474 万 1 千円

30.4% 
30 億 2,474 万 1 千円

34.2% 
9 億 1,986 万 1 千円 10 億 3,311 万 8 千円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業
5 億 9,000 万 7 千円

10.5% 
5 億 9,000 万 7 千円

29.5% 
6,216 万 1 千円 1 億 7,398 万 1 千円

公 共 下 水 道 事 業
276 万 6 千円

0.0% 
276 万 6 千円

0.0% 
0 千円 0 千円

( 平成 27年８月31日現在 )

( 平成 27 年 3 月 31 日現在 )

建物
93,663㎡

（前年比 △ 741㎡）

土地
1,154,908㎡

（前年比＋ 2,241㎡）

車両など
115 台

（前年比＋１台）

市有林
5,035ha

（前年比増減なし）

出資金と出損金
1 億 5,837 万 1 千円
（前年比 80 万円）

基金
24 億 7,885 万 2 千円
前年比
 △ 1 億 1,928 万 3 千円

有価証券
844 万 3 千円

（前年比増減なし）

債権
1 億 4,611 万 4 千円

（前年比 △380万8千円）

市債（長期の借金）状況
( 平成 27年 5月31日現在 )

臨時財政対策債
38億1,685万3千円
35.1％

そのほか
21億8,121万2千円
20.0％

農林水産業債
14億2,655万5千円
13.1％

衛生債
11億480万9千円
10.2％

教育債
13億6,512万5千円
12.6％

土木債
5億6,903万7千円
5.2％

消防債
4億870万0千円
3.8％

総額
108 億 7,229 万 1 千円

　

市
の
一
般
会
計・
特
別
会
計・

基
金
な
ど
の
公
金
は
、市
内
７
つ

の
金
融
機
関
に
分
散
し
て
管
理・

運
用
が
行
わ
れ
て
お
り
、
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、百
五
銀
行
は
、現
在
市

の
指
定
金
融
機
関
に
な
っ
て
い

る
た
め
、金
額
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
出
納
室　
☎
�
８
１
８
１

( 平成 27年 8月末日現在 )
金融機関 預金額

百五銀行 23億8,950万9,188円
伊勢農協 3億1,000万円
三重県信用漁連 1億6,000万円
紀北信用金庫 1,000万円
中京銀行 1,000万円
第三銀行 1,000万円
東海労働金庫 1,000万円

計 28億9,950万9,188円

公
金
の
管
理
と

運
用
状
況

財産の状況
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　地方公務員の給与は、民間との比較、国家公務員や他の地方公共団体職員とのバラン
スなどを考えて決められています。市民の皆さんに、市職員の給与の実態を知っていた
だくため、そのあらましをお知らせします。

職員給与費の状況（一般会計予算）	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区分 職員数（見込）
（Ａ）

給与費（Ｂ） 一人当たり給与費
（Ｂ / Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計

27 年度 178 人 679,261 81,667 257,839 1,018,767 5,723
注１ 職員手当には退職手当と児童手当は含みません。　注２ 給与費は当初予算に計上された額です。

職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （平成 27 年４月１日現在）

区分
尾鷲市 国

法定初任給 採用２年経過日給料額 初任給

一般行政職
大学卒 174,200 円 186,100 円 174,200 円
高校卒 142,100 円 150,500 円 142,100 円

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　　　　　　　　　　　　          （平成 27 年４月１日現在）
区分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職
大学卒 247,700 円 291,100 円 321,800 円
高校卒 207,200 円 247,700 円 291,100 円

特別職の報酬等の状況（平成 26 年４月１日現在）

区分 給料月額等

給
料

市　長 20％減額後
※平成 21 年 9 月から実施中 720,000 円 

副市長 712,000 円

報　
酬

議　 長 425,000 円 

副議長 353,000 円 

議　 員 321,000 円 

部門別職員数の状況と主な増減理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 27 年４月１日現在）
区分 職員数 対前年増加数 主な増減理由部門 平成 26 年 平成 27 年

一般行政部門

議　　会 4 4 0
総務企画 51 49 △ 2 事務の効率化
税　　務 11 11 0
民　　生 14 15 1 業務増
衛　　生 33 31 △ 2 欠員不補充
農林水産 17 17 0
商　　工 9 9 0
土　　木 11 11 0
小　　計 150 147 △ 3

特別行政部門 教　　育 26 25 △ 1 事務の効率化
小　　計 26 25 △ 1

普通会計計 176 172 △ 4

公営企業等会計部門

病　　院 232 233 1 その他
水　　道 10 10 0
そ の 他 8 8 0
小　　計 250 251 1

合　計 426 423 △ 3
注１ 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する
　２ 休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除く

区分 給料月額等

期　
末　
手　
当

市　長
副市長

　平成 26 年度支給割合
　６月期 1.90 月 
12 月期 2.05 月 
　　計 3.95 月 

市長は右記から 10％削減
平成 21 年９月から実施中

議　長
副議長
議　員

　平成 26 年度支給割合
　6 月期 1.50 月 
12 月期 1.65 月 
　　計 3.15 月 
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お問い合わせ　総務課　☎�８１１２

職員給与等の状況についてお知らせします

人件費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分 住民基本台帳人口
（平成 26 年 3 月 31 日）

歳出額
( Ａ ) 実質収支 人件費

( Ｂ )
人件費率
( Ｂ／Ａ )

（参考）
25 年度の人件費率

26 年度 19,321 人 10,835,321 214,085 1,552,889 14.3% 15.8%
注人件費には、特別職に支給される給料と報酬等を含みます。

職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況　　　　　　　　　　　（平成 27 年 4 月 1 日現在）

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
27 年度 314,776 円 357,240 円 41.0 歳 337,930 円 361,512 円 48.0 歳

一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 平成 27 年４月１日現在 )
区　分 7　級 6 　級 5 　級 4　級 3 　級 2 　級 1 　級

計
標準的な職務内容 事務長 課長級 補佐級 係長級 主任又

は主事 主　事 主事補

職員数 ０ 人 18 人 16 人 57 人 22 人 26 人 ５ 人 ※ 144 人
構成比 0.0% 12.5% 11.1% 39.6% 15.3% 18.1% 3.5% 100.0%

参
考

1 年前の構成比 0.7% 12.3% 11.0% 36.3% 20.5% 13.0% 6.2% 100.0%
5 年前の構成比 0.6% 12.3% 19.6% 22.1% 29.4% 15.4% 0.6% 100.0%

注１ 尾鷲市職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

職員手当の状況
区分 尾鷲市 国の制度

との異同

期末手当
勤勉手当

(　) は
管理職

　平成 26 年度支給割合

同

期末手当 勤勉手当

6 月期 1.225 月分 0.675 月分
(1.025 月分) (0.875 月分)

12 月期 1.375 月分 0.825 月分
(1.175 月分) (1.025 月分)

計   2.60 月分   1.50 月分
  (2.20 月分)  ( 1.90 月分)

職制上の段階・職務の級等による加算措置　有

区分 尾鷲市 国の制度
との異同

扶養
手当

配偶者 13,000 円

同

配偶者以外の扶養親族二人まで 　6,500 円
（配偶者のない場合その内一人） 11,000 円
扶養親族でない配偶者を有する
場合の一人目の子など 6,500 円
その他の扶養親族一人につき 　6,500 円
扶養親族で満 16 才から 22 才の子 5,000 円加算

住居
手当

借家・借間居住者
同支給対象額　　　　 12,000 円を超える額 

　最高支給額 27,000 円

通勤
手当

 ア  交通機関利用者

同　　最高支給限度額 55,000 円
 イ  交通用具使用者
　　最高支給限度額 31,600 円

特殊
勤務
手当

（２6年度）

区分 全職種
 職員全体に占める手当支給職員の割合 4.9%
 支給対象職員一人当たりの平均支給年額 5,361 円

 手当の種類（手当数） 2

 代表的な手当の名称
支給額の多い手当 市税等事務手当
その他の主な手当 年末年始業務手当

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(病院・水道会計除く)

時 間 外
勤 務
手 当

25 年度
支給総額 47,779 千円

職員一人当たり平均支給年額 261 千円

26 年度
支給総額 49,527 千円

職員一人当たり平均支給年額 278 千円
　　　　　　　　　　　　　　　　( 病院・水道会計除く )

注退職手当一人当たり平均支給額は、前年度に退職した職員に支給された平均額です。

区分 尾鷲市 国の制度
との異同

退職手当

　平成 26 年度支給率
異

国とは
制度開
始日が
異なっ
ていま
す。

自己都合　 定年・勧奨　
勤続 20 年 21.62 月分 28.98 月分
勤続 25 年 30.82 月分 36.57 月分
勤続 35 年 43.70 月分 52.44 月分
最高限度額 52.44 月分 52.44 月分
一人当たり 自己都合　 定年・勧奨　
平均支給額 0 千円 22,475 千円
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平成 26 年度　一般会計決算 お問い合わせ　出納室　☎�８１８１

国民健康保険事業
歳 入 総 額 30 億 5,334 万 6 千円
歳 出 総 額 30 億 1,241 万 8 千円
歳入歳出差引額 4,092 万 8 千円

平成２6 年度
特 別 会 計 決 算

普通建設事業費　15億9,094万円

性質別歳出
義務的経費 41.6％の内訳

投資的経費 13.9％の内訳

その他の経費 44.5％の内訳

物件費　14.5%
15 億 7,540 万 4 千円

補助費等　14.9%
16 億 1,087 万 6 千円

積立金　5.8%
6 億 2,349 万 4 千円

繰出金　8.7%
9 億 4,668 万 9 千円

その他　0.6%
6,659 万 8 千円

義務的経費　41.6%
45 億 382 万 4 千円

投資的経費　13.9%
15 億 843 万 6 千円

その他の経費　44.5%
48 億 2,306 万 1 千円

人件費　14.3%
15 億 5,288 万 9 千円

扶助費　16.5%
17 億 8,654 万 4 千円

公債費　10.8%
11 億 6,439 万 1 千円

公共下水道事業
歳 入 総 額 276 万 5 千円
歳 出 総 額 276 万 5 千円
歳入歳出差引額 0 千円

後期高齢者医療事業
歳 入 総 額 5 億 9,410 万 0 千円
歳 出 総 額 5 億 8,858 万 5 千円
歳入歳出差引額 551 万 5 千円

お問い合わせ　木のまち推進課　☎�８２２４

「尾鷲みどりの基金」へのご寄付ありがとうございました。
　一般財団法人尾鷲みどりの協会（ 土井八郎兵衛理事長）より、平成
24 年度から毎年度 3,030 万円を「尾鷲みどりの基金」へご寄付いた
だいております。紙上より厚くお礼申し上げます。
　「 尾鷲みどりの基金」は、水資源のかん養をはじめ、山地災害の防
止、生活環境の保全等市民生活に欠くことができない公的機能を有し
ている森林環境の保全及び林業振興を促進するために積み立てている
基金です。渇水や洪水を緩和する水源かん養機能、山地災害の防止機
能等を保持するための森林保全事業、林道の改良・維持管理及び尾鷲ヒ
ノキの販路拡大に繋がる林業振興事業にこの基金を活用させていただ
いております。

林道の改良

植樹による森林保全
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平成 26 年度　一般会計決算
歳出 総額

108 億 3,532 万１千円
　市の平成 26 年度
一般会計・特別会計
の決算が、第３回定
例会において認定さ
れました。今号では、
一般会計を中心に決
算の概要をお知らせ
します。

自
主
財
源　
37・２
％

市 税

繰 入 金

繰 越 金

使用料及び
手 数 料
分担金及び
負担金ほか

依
存
財
源　
62・８
％

地方交付税

市 債

国庫支出金

県 支 出 金

地方消費税
交付金ほか

22 億 9,766 万１千円
 20.8%

8 億 2,301 万３千円
 7.4%

4 億 4,014 万 1 千円
 4.0%

1 億 4,197 万 6 千円
 1.3%

4 億 1,280 万 1 千円
 3.7%

34 億 8,571 万 7 千円
 31.5%

13 億 1,060 万 0 千円
11.8%

11 億 7,963 万 2 千円
 10.7%

6 億 4,988 万 9 千円
 5.9%

3 億 3,054 万 4 千円
 2.9%

民 生 費

総 務 費

衛 生 費

公 債 費

教 育 費

消 防 費

農林水産業費

土 木 費

商 工 費

議 会 費

災 害 復 旧 費

35 億 3,439 万 9 千円
 32.6%

19 億 7,420 万 6 千円
 18.2%

12 億 7,734 万 1 千円
 11.8%

11 億 6,439 万 1 千円
 10.8%

11 億 4,186 万 4 千円
 10.5%

5 億 9,977 万 8 千円
 5.5%

5 億 3,185 万２千円
 4.9%

3 億 2,504 万 8 千円 
3.0%

1 億 4,594 万 1 千円
 1.4%

1 億 4,050 万 1 千円
 1.3%
0 万円 
0.0%

　歳入は前年度に比べて、地方消費税交付
金、県支出金、寄附金ほかの科目が増額とな
りましたが、国庫支出金、繰入金などが減額
となり、歳入合計で 9,362 万円の減額となり
ました。特に、国庫支出金が大幅に減額して
います。

　歳出は前年度に比べて、1 億 986 万 8
千円増額になりました。主な事業として
宮之上小学校耐震整備事業

4 億 5,677 万 4 千円
水産基盤ストックマネジメント事業

１億 4,660 万 3 千円
保育園整備事業（第三・第四・矢浜）

1 億 4,042 万 4 千円
を実施しました。

実質収支額
　歳入歳出差引額から平成 27 年度への繰越事業に必要な財源（2,256 万 8 千円）を
差し引いた実質収支額は 2 億 1,408 万 5 千円となりました。

単年度収支額
　平成 26 年度実質収支額から平成 25 年度実質収支額（4 億 1,857 万 0 千円）を差
し引いた単年度収支額は 2 億 448 万 5 千円の赤字となりました。

実質単年度収支額
　単年度収支額 2 億 448 万 5 千円の赤字額と財政調整基金への 5 億 2,196 万 3 千
円積み立て、4 億 9,410 万 6 千円取り崩しの差し引き額を合計した実質単年度収支額
は 1 億 7,662 万 8 千円の赤字となりました。

地方消費税交付金
2 億 2,540 万 3 千円
2.0%

地方譲与税
5,521 万 6 千円
0.5%

配当割交付金
1,791 万 1 千円
0.2%

株式等譲渡所得割交付金
1,022 万 8 千円
0.1%

自動車取得税交付金
819 万 1 千円
0.1%

地方特例交付金
565 万 7 千円
0.0%

利子割交付金
513 万 7 千円
0.0%

交通安全対策特別交付金
280 万 1 千円
0.0%

分担金及び負担金
1 億 3,044 万 4 千円
1.2%

諸収入
1 億 2,040 万 1 千円
1.1%

寄附金
1 億 833 万 1 千円
0.9%

財産収入
5,362 万 5 千円
0.5%

⇨

⇨

歳入 総額
110 億 7,197 万 4 千円

歳入歳出差引額　2 億 3,665 万 3 千円
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安心でおいしい水をお届けします！

●水道事業会計決算状況　過去５年間の推移
年度 収益 費用 差し引き

平成 22 年度 4 億 9,210 万円 4 億 9,683 万円 純損失　     　473 万円
平成 23 年度 6 億 2,541 万円 ５億   925 万円 純利益  1 億1,616 万円
平成 24 年度 5 億 9,459 万円 5 億 1,457 万円 純利益        8,002 万円
平成 25 年度 5 億 7,766 万円 ５億   182 万円 純利益        7,584 万円
平成 26 年度 5 億 9,471 万円 5 億 3,229 万円 純利益        6,242 万円

平成 26 年度　水道事業決算
　上水道では、老朽管布設替工事で古戸町地内配水管布設替工事、大曽根地内配水管布設替工事、馬越町地内送配水
管布設替工事、矢浜地内送配水管布設替工事の計 561.5 ｍ、及び矢浜地内減圧弁設置工事を実施しました。簡易水
道においては、三木浦地内 79.0 ｍ、古江地内 78.7 ｍ、曽根地内 172.8 ｍの計 330.5 ｍの配水管布設替工事、及び
三木浦第二浄水場非常用発電機取替工事を実施しました。
　水道事業は皆さんに安全・安心でおいしい水を安定供給するため、各施設の整備と更新、さらに日常の維持管理を
行っています。事業に必要な経費は、水道料金収入と長期借入金によってまかなう独立採算制により運営していま
す。平成 26 年度決算では過疎・高齢化に伴い、一般家庭の使用水量は減少していますが、6,242 万円の純利益を計
上することができました。しかしながら、水道事業では老朽管の布設替など、災害に強い水道施設の整備・更新に取
り組んでおり、今後も安全・安心でおいしい水の安定供給には、継続的に水道施設の整備・更新が必要になりますの
で、ご理解とご協力をお願いします。

お問い合わせ　水道部　☎�８２７１

●水道料金の比較
家事用 10㎥／月あたりの水道料金比較

全
国
最
高
額

三
重
県
最
高
額

全
国
平
均
額

三
重
県
平
均
額

尾
鷲
市

3,510 円

2,106 円

1,531 円
1,281 円 1,188 円

●水道料金の使用状況
水道料金 100 円当たりの使い道

施設などの
減価償却費
41円

原水を飲用に
するための費用　16円

浄水場から蛇口まで水を
お届けするための費用　11円

検針・料金徴収・窓口サービス
・そのほかの費用　18円

施設建設・改良にかかった
借入金利息　14円

●収益および費用（収益的収支）

収益 費用

給水収益
（水道料金）

5 億 4,184 万円

その他
5,287 万円

純利益　6,242 万円

人件費
8,951 万円

動力費 / 修繕費
7,344 万円

減価償却費
及び

資産減耗費
2 億 1,770 万円

支払利息
7,240 万円

その他
7,924 万円

5 億 9,471 万円 5 億 3,229 万円

⇕

●建設改良（資本的収支）

収入

内部留保資金等
2億4,146万円

長期借入金
3,240 万円 建設改良費

7,902 万円

2 億 7,928 万円
支出

2 億 7,928 万円

企業債償還金他
2 億 26 万円

一般会計繰
入金
169 万円

給水加入金
373 万円
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　平成 26 年度の病院事業会計決算は、収入が 43 億 9,448 万円、費用が 44 億 8,701 万円、差し引き 9,253 万円
の赤字で、過去からの未処理欠損金の累計が 27 億 7,446 万円となりました。前年度と比較すると、医業収益では
外来収益が 6,856 万円の増となったものの、入院収益が 1 億 1,141 万円の減となったことなどにより合計で 4,810
万円の減となり、医業費用では退職者の減に伴う給与費 1 億 5,136 万円の減や、材料費 1 億 453 万円の減などに
より合計で 2 億 7,610 万円の減となりました。また、建設改良では主な収入として長期借入金 8,270 万円、一般会
計繰入金 2 億 1,211 万円、主な支出として建設改良費 8,410 万円、長期借入金償還 3 億 6,198 万円となり、収支
差額については過年度からの内部留保資金等で補てんしました。
　このような厳しい財政状況ですが、地域の皆さんが安心していつでも受診できる二次救急医療施設として、365
日 24 時間の救急医療体制を維持し、また、がん診療連携推進病院、へき地医療拠点病院、災害拠点病院として、高度
で良質な医療と患者サービスを提供し、これからも地域の皆さんの健康を支えます。

お問い合わせ　尾鷲総合病院　☎�３１１１

平成 26 年度　尾鷲総合病院決算 地域の皆さんの健康を支えます !

●資本的収支

収入
4 億 4,968 万円

支出
4 億 4,968 万円

長期借入金
8,270 万円

一般会計繰入金
2 億 1,211 万円

その他
123 万円

内部留保資金等
1 億 5,364 万円

建設改良費
8,410 万円

長期借入金償還
3 億 6,198 万円

その他
360 万円

●収入及び費用

収入
43 億 9,448 万円

費用
44 億 8,701 万円

入院収益
22 億 5,242 万円

外来収益
16 億 376 万円

医業外収益
4 億 653 万円

その他収益
1 億 3,177 万円

給与費
24 億 16 万円

材料費
9 億 2,126 万円 経費

6 億 6,299 万円

減価償却費等
2 億 5,754 万円

支払利息
9,248 万円

その他費用
1 億 5,258 万円

純損失
9,253 万円

●地区別入院延患者数（出生児を含む）

尾鷲市
45,340 人

紀北町
25,855 人

熊野市
5,013 人

その他
2,015 人

熊野市
5,916 人

その他
3,406 人

●地区別外来延患者数

紀北町
34,396 人

尾鷲市
61,409 人

合計 78,223 人

合計 105,127 人
●診療科別延患者数

診療科 内科 神経内科 外科 呼吸器外科 脳神経外科 整形外科 小児科

入院 49,672 人 ー 10,651 人 699 人 ー 11,590 人 160 人

外来 42,540 人 2,442 人 7,347 人 808 人 2,360 人 16,482 人 3,203 人

診療科 産婦人科 耳鼻咽喉科 眼科 精神科 皮膚科 泌尿器科 放射線科 合計

入院 1,038 人 ー 1,371 人 ー ー 2,270 人 ー 77,451 人

外来 2,341 人 1,773 人 9,795 人 450 人 6,957 人 8,286 人 343 人 105,127 人
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水道事業会計
●業務実績について

　当年度末の給水戸数は 9,764 戸で、前年度末より
68 戸減少し、給水人口は１万 9,297 人で、前年度より
365人減少している。総有収水量は294万1,942㎥で、
前年度より 11 万 5,302㎥の減少となっている。

●経営成績について
　収益的収支の面では、事業収益は前年度より 2.9％増
加し、５億 9,470 万 9,074 円で、事業費用は 6.0％増
加し、５億 3,228 万 9,400 円となった。このため、収
益的収支は、当年度で純利益 6,241 万 9,674 円が計上
されている。

今後期待する諸点については、次のとおりである。
①有収率は、前年度より低下し、全国平均の 83.09％と

比べ 12.39 ポイント下回っている。その主な要因
としては、配水管の老朽化の進行による漏水等が考
えられるが、水道による漏水は、道路の陥没などに
よる二次災害の危険性を含んでいることから、継続
的に管路診断を実施し、その結果を踏まえた効率
的な修繕対応により有収率の改善に努められたい。
また、会計制度の改正により、みなし償却制度が廃
止されたことで償却資産の適正な管理が行き届き、
計画的な設備の更新等が進むと思われることから、
今後予想される大規模地震や津波等の災害への対
応と併せ、計画的な施設整備を推進されたい。

②今年度の決算においても、前年度に引き続き黒字を計
上したものの、過疎高齢化による区域内人口の減
少、地域経済の低迷、市民の節水意識の浸透など
により、有収水量（ 水道使用量）は、減少傾向を
たどっており、厳しい経営状況が続くものと推測
されるため、より一層の水需用拡大に努められた
い。また、会計制度の改正により、借入資本金（ 企
業債）が負債に計上されるなど、資本が大幅に減少
し、負債及び収益が増加することになった。その結
果、多額の未処分利益剰余金６億 9,005 万円を計
上することができたので、剰余金の処分に当たっ
ては、積立金の増額に充てるなど、資金の確保や効
率的な経営に努め、経営の安定化を目指されたい。

③平成 27 年１月６日に受理した「新田町地内排水管工
事移設修繕 」にかかる住民監査請求の監査結果に
ついては、請求を棄却するに至ったが、この監査に
おいて、法令等の規定に反する極めてずさんな事
務処理の実態が明らかになった。このことは、市
民の市政への信頼を著しく損ねることとなり、そ
の影響は大きいものと憂慮する。今後においては、
法令を遵守するという公務員としての基本姿勢や
組織の一員としての自覚を改めて強く認識し、修
繕等の業務執行については、競争性や透明性を確
保し、業務体制の見直しを図るなど、市民の信頼を
取り戻すべき職務の遂行に努められたい。

病院事業会計
●業務実績について

　当年度の病院利用状況では、入院患者数は７万
7,451 人（１日平均 212.1 人）で、外来患者数は 10 万
5,127 人（ １日平均 430.8 人）となり、前年度より入

院患者数は 1,388 人（1.8％）増加したものの、外来患
者数は 6,194 人（5.5％）減少している。病床利用率は
83.2％で、前年度と比べ 1.5 ポイント上回っている。

●経営成績について
　収益的収支の面では、事業収益は前年度より 2.7％
増加し、43 億 9,448 万 3,480 円で、事業費用は前年
度より 2.7％減少し、44 億 8,700 万 8,985 円となっ
た。このため、収益的収支は、当年度で純損失 9,252
万 5,505 円が計上され、当年度未処理欠損金（累積欠
損金）は 27 億 7,445 万 7,855 円となった。

今後に期待する諸点については、次のとおりである。
①尾鷲総合病院は東紀州保健医療圏における中核病院と

して、365 日 24 時間の救急体制を維持し、住民
の安全安心の医療の拠り所としての機能を発揮し
ているところである。当年度末の医師数は、前年
度より１人増加の 16 人となったが、三重大学病
院や伊勢赤十字病院等からの応援を得て体制を維
持しているのが現状で、依然として医師不足が続
いており、医師の確保が極めて重要な課題となっ
ている。今後も引き続き関係機関との連携を緊密
にするなど医師確保に万全を期せられたい。

②医業費用のうち、給与費、材料費、経費が、前年度と比
べ大幅に減少している。純損失については、前年
度と比べ、72.5％減少の 9,253 万円となり、累積
欠損金は、前年度の 48 億 1,307 万円から 27 億
7,445 万円余りとなった。しかし、純損失及び累積
欠損金の大幅な減少は、主に制度改正により会計処
理が変更されたことによるものである。医業収益
のうち、入院、外来収益は、高速道路の延伸により、
近隣市町からの患者数の増加が見込まれるものの、
少子高齢化などによる人口減少等を勘案すると、大
幅な増加は望めず、医業収益の大幅な確保を図るこ
とは困難であると推測される。今後も更に、費用全
般にわたって徹底した支出の削減を図るなど、病院
経営の抜本的な改善・改革を実施していく必要があ
ると考える。なお、修繕等の施設整備の業務執行に
あたっては、透明性・公平性の確保に努められたい。

③一時借入金は、運転資金の不足のために一時的に借
入、年度中に返済するものであるが、当年度おいて
は、年度内に借入れと返済を繰り返し、年度をまたぐ
結果となっている。今後も更に、厳しい資金繰りが続
くものと推測されるが、安易に一時借入金での対応に
頼るのではなく、事業実績や計画額等を十分精査し、
慎重な対策を考え、効率的な資金繰りを願いたい。

　④ バディホスピタルシステムによる派遣医師に対する報
酬については、市条例で規定されている額を超えて
支払されていることが判明し、遡及して条例改正を
行ったところである。今後、このような事案が発生
しないよう、法令を遵守するという公務員としての
基本姿勢を改めて認識し、再発防止に努められたい。

⑤平成 26 年度から新地方公営企業会計制度が本格適用
され、退職給付引当金の計上が義務付けられたとこ
ろである。これまで未計上の退職給付引当金につい
ては、財政状態及び経営成績等を勘案し、一括計上で
はなく 15 年間の分割で計上することとしているの
で、要引当額に達するまで計画的に計上されたい。

水道・病院の監査概要をお知らせします！
　地方公営企業法の規定に基づき、千種伯行監査委員と南靖久監査委員から平成 26 年度尾鷲市水道
事業会計および病院事業会計決算審査にかかる意見書を、平成 27 年８月 17 日付けで市長に提出さ
れましたので、その概要をお知らせします。

お問い合わせ　監査委員事務局　☎�８１５０
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11
月
11
日
㈬
～
17
日
㈫
は
、税

を
考
え
る
週
間
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
税
の
大
切
さ
を
考

え
ま
し
ょ
う
。

◎
税
に
関
す
る
習
字
の
展
示

　

税
を
考
え
る
週
間
行
事
の

一
環
で
、小
学
生
を
対
象
に
募

集
し
た
税
に
関
す
る
習
字
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

◆
展
示
期
間

11
月
11
日
㈬
～
17
日
㈫

◆
場
所

主
婦
の
店
セ
ン
ト
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
青
色
申
告
を
し
て
い
る
個
人
を

対
象
に
、決
算
事
務
手
続
き
な
ど

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

11
月
20
日
㈮

午
前
10
時
～
正
午

◆
場
所

三
重
県
尾
鷲
庁
舎

　

源
泉
徴
収
義
務
者
の
人
を
対
象

に
年
末
調
整
の
事
務
手
続
き
な
ど
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

11
月
20
日
㈮

午
後
２
時
～
４
時

◆
場
所

三
重
県
尾
鷲
庁
舎

　
平
成
26
年
１
月
か
ら
、事
業
所

得
、不
動
産
所
得
又
は
山
林
所
得

を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の

人
は
、記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存

が
必
要
で
す
。

　
な
お
、こ
の
記
帳・帳
簿
書
類
の

保
存
制
度
に
つ
い
て
は
、所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
が
必

要
で
な
い
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、税
務
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
税
務
署　

個
人
課
税
部
門　
☎
�
２
２
２
４

法
人
課
税
部
門　
☎
�
２
２
８
５

尾
鷲
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
を
考
え
る
週
間

所
得
税
の
青
色
申
告

決
算
等
説
明
会

年
末
調
整
説
明
会

個
人
で
事
業
を
行
っ
て

い
る
人
の
帳
簿
の
記
載・

記
録
の
保
存
に
つ
い
て

　
受
診
対
象
者
の
人
に
は
、特
定

健
診
受
診
券（
緑
色
の
封
筒
で

送
付
）を
６
月
下
旬
に
市
か
ら

送
付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、特
定

健
診
対
象
者
で
、ま
だ
受
診
し
て

い
な
い
人
に
は
、10
月
に
市
か
ら

受
診
勧
奨
は
が
き
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

◆
対
象
者

40
歳
か
ら
74
歳（
一
部
75
歳
）

で
受
診
日
に
尾
鷲
市
の
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

◆
受
診
場
所

病
院・
診
療
所
な
ど（
受
託
医

療
機
関
）

◆
自
己
負
担
額

５
０
０
円

◆
健
診
項
目

問
診
、身
体
計
測
、診
察
、血　

圧
測
定
、血
液
検
査
、尿
検
査
等

　
受
診
対
象
者
に
は
、健
康
診
査

受
診
券（
緑
色
の
封
筒
で
送
付
）

を
６
月
下
旬
に
三
重
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
か
ら
送
付
し
て

い
ま
す
。

◆
受
診
場
所

病
院・
診
療
所
な
ど（
受
託
医

療
機
関
）

◆
自
己
負
担
額

住
民
税
課
税
世
帯　
５
０
０
円

住
民
税
非
課
税
世
帯 

２
０
０
円

◆
健
診
項
目

問
診
、身
体
計
測
、診
察
、血
圧

測
定
、血
液
検
査
、尿
検
査
等

　

受
診
券
等
を
紛
失
し
た
場
合

は
、再
発
行
を
し
ま
す
の
で
、左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
☎
�
８
１
９
３

国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
皆
さ
ん
へ

特
定
健
診
・
健
康
診
査
は
、健
康
状
態
の
確
認
、生
活
習
慣
病

の
早
期
発
見
や
早
期
対
処
、糖
尿
病
や
心
臓
病
・
脳
卒
中
の

予
防
、生
活
習
慣
を
見
直
す
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

　
受
診
期
限
は
11
月
末
日
で
す
の
で
、ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

受
診
券
を
紛
失
し
た
と
き
は

特
定
健
診
・
健
康
診
査
は

お
済
み
で
す
か

　
所
得
税
の
年
末
調
整
や
確
定
申

告
に
証
明
書
の
添
付
が
必
要
と
な

る
た
め
、
11
月
上
旬
に
年
金
事
務

所
か
ら「
国
民
年
金
保
険
料
控
除

証
明
書
」を
郵
送
し
ま
す
。

　
申
告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　
11
月
30
日「
年
金
の
日
」に
相

談
会
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

11
月
30
日
㈪

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場
所

尾
鷲
郵
便
局

※
年
金
証
書
や
年
金
手
帳
及
び
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
人
が
相
談
す
る
場
合
は

委
任
状
と
代
理
の
人
の
身
分
証

明
書（
運
転
免
許
証
等
）が
必
要

で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
尾
鷲
年
金
事
務
所

☎
�
２
３
４
０

国
民
年
金
の

お
知
ら
せ

出
張
年
金
相
談
会
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市内各地で秋の運動会が行われていました。どの運動会も天候に恵まれ、元気な姿を見せてもらいました。

10/4 ㈰　矢浜小学校運動会

10/4 ㈰　三木小学校と三木幼稚園合同運動会 10/4 ㈰　向井小学校運動会

10/4 ㈰　賀田小学校運動会

10/3 ㈯　尾鷲幼稚園運動会 10/3 ㈯　三木里小学校運動会
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満１歳のお子さまの写真を随時募集しています !（誕生月と掲載月が異なる場合も掲載できます）
写真にお子さまの名前（よみがな）・保護者の住所・氏名・電話番号・コメントを添えて秘書広報係まで申し込みください。

神
じ ん ぼ

保 任
と う し

志くん
（南陽町、父・澄人 母・聖子）

10/2㈮  宮之上小学校４年生の児童が、市クリーンセン
ターを見学しました。水を汚さないための話を聞いた
り、実験をしたりして楽しく学んでいました。

10/10 ㈯ 気象庁津地方気象台の予報官などから、天気
図の作り方を教えてもらっていました。テレビで天気図
を見るのが楽しみになりそうです。（熊野古道センター）

10/17 ㈯ 自治会連合会の皆さんが体操教室に参加しま
した。軽快な音楽に合わせて体を動かし、楽しく健康づ
くりができそうです。（中央公民館）

２人のニィニィが大好きなア
イちゃん！天パー頭がチャー
ムポイントです♡

榎
えのもと

本 愛
あ い ら

羅くん
（光ヶ丘、父・祐也 母・あかり）

10/18 ㈰ アクアステーションで深層水フェスタが開催
されました。子どもたちは元気にずぶ濡れになりなが
ら、すばやい動きの魚を追いかけていました。

とうくんの笑顔は太陽
いつも笑顔でいてね♪

大
おおかわ

川 壱
いっせい

誠くん
（馬越町、父・ 文也 母・えり）

お父さんとお風呂が大好き♡
いつもニコニコ笑顔の”いっ
くん”です♡

岡
おか

 志
こ こ な

奈ちゃん
（中村町、父・和秀 母・有里子）

三輪車に乗って散歩するのが
日課　　おねえちゃんが大好
きな♡こっちゃんです☆



 

ク
ロ
サ
ギ
は
ス
ズ
キ
目
ク
ロ
サ

ギ
科
の
魚
で
、西
太
平
洋
、イ
ン

ド
洋
に
分
布
し
、沿
岸
の
砂
底
に

生
息
し
て
い
ま
す
。

　
当
地
で
は
ド
テ
ム
ツ
と
呼
ば

れ
、主
に
定
置
網
で
漁
獲
さ
れ
た

も
の
が
水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。
Ｖブ
イ

字

に
切
れ
込
ん
だ
尾
ビ
レ
、は
が
れ

や
す
い
銀
白
色
の
ウ
ロ
コ
が
特
徴

で
す
。
ま
た
、砂
に
潜
っ

て
い
る
ゴ
カ
イ
や
二
枚

貝
を
捕
食
す
る
た
め
、

ヒ
イ
ラ
ギ（
ギ
ラ
）と
同

様
に
、口
が
突
き
出
て

伸
び
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
産
卵
期
は

初
夏
か
ら
夏
に
か
け
て

で
、メ
ス
は
２
歳
後
半

の
約
15
㎝
の
個
体
か
ら

繁
殖
に
参
加
し
ま
す
。

大
き
い
も
の
で
25
㎝
程

度
に
成
長
し
ま
す
。
海

水
浴
場
な
ど
の
浅
い
砂
地
で
も
よ

く
見
か
け
ら
れ
、海
底
の
砂
を
バ

タ
足
で
巻
き
上
げ
る
と
、キ
ュ
ウ

セ
ン
な
ど
と
一
緒
に
餌
を
探
し
に

来
る
行
動
が
観
察
で
き
ま
す
。
ま

た
、外
敵
が
近
づ
く
と
即
座
に
逃

げ
、夜
間
は
砂
に
潜
っ
て
身
を
隠

す
習
性
が
あ
り
ま
す
。
キ
ス
釣
り

の
外
道
と
し
て
し
ば
し
ば
釣
れ
る

魚
で
、大
き
い
と
な
か
な
か
の
引

き
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
が
、

あ
ま
り
名
前
を
知
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
が
多
く
、名
前
や
食
べ
ら
れ

る
魚
か
ど
う
か
を
聞
か
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ウ
ロ
コ
が
は
が
れ

や
す
い
の
で
処
理
が
し
や
す
く
、

白
身
で
ク
セ
が
な
い
魚
な
の
で
、

煮
つ
け
や
揚
げ
物
、ム
ニ
エ
ル
、

塩
焼
き
、大
き
い
も
の
は
刺
身
で

も
良
い
よ
う
で
す
。

　

従
来
の
携
帯
電
話
は
、電
話
機

を
小
型
化
し
て
メ
ー
ル
や
カ
メ
ラ

機
能
が
備
わ
っ
た
も
の
で
す
が
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
パ
ソ
コ
ン
機
能

に
電
話
機
能
を
追
加
し
た
も
の
で
、

「
携
帯
電
話
機
能
付
き
小
型
パ
ソ

コ
ン
」で
あ
る
と
言
え
ま
す
。そ
の

た
め
子
ど
も
が
使
用
す
る
際
に
は

十
分
な
安
全
対
策
が
必
要
で
す
。

ネ
ッ
ト
社
会
三
つ
の
注
意
点

①
大
勢
の
人
の
目
が
あ
り
、悪
意

を
持
っ
た
人
も
見
て
い
ま
す
。

顔
が
見
え
な
い
の
で
、他
人
に

な
り
す
ま
し
て
子
ど
も
達
に
近

づ
こ
う
と
す
る
悪
意
を
持
っ
た

人
も
い
ま
す
。

②
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
は
、取
り
戻
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。犯
罪
や

危
険
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め

に
も
、個
人
情
報
は
、ネ
ッ
ト

上
に
出
さ
な
い
こ
と
を
家
族
で

確
認
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
個
人
情
報
と
は
？

　

特
定
の
個
人
が
識
別
で

き
る
情
報（
名
前
、住
所
、

生
年
月
日
、学
校
名
、メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、パ
ス
ワ
ー
ド
、

家
族
等
）で
す
。

③
悪
質
な
書
き
込
み
や
メ
ー
ル
送

信
者
は
特
定
で
き
ま
す
。ネ
ッ

ト
上
に
犯
行
予
告
を
書
き
込
み

重
大
な
可
能
性（
鉄
道
が
止
ま

る
等
）が
生
じ
た
場
合
、威
力
業

務
妨
害
と
い
う
犯
罪
に
な
り

ま
す
。子
ど
も
で
も「
い
た
ず
ら

だ
っ
た
」と
い
う
言
い
訳
は
通

用
し
ま
せ
ん
。

子
ど
も
を
守
る

◆
ネ
ッ
ト
い
じ
め
を
防
ぐ
三
つ
の

ル
ー
ル

①
悪
口
は
絶
対
書
き
込
ま
な
い
。

②
自
分
や
家
族・友
達
の
個
人

情
報
を
載
せ
な
い
。

③
何
か
あ
れ
ば
、学
校
や
専
門
機

関
に
す
ぐ
に
相
談
す
る
。

◆
ケ
ー
タ
イ
依
存
に
さ
せ
な
い
三
つ

の
ポ
イ
ン
ト

①
家
族
の
ル
ー
ル
を
つ
く
る
。

②
友
達
と
の
ル
ー
ル
つ
く
り
に

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

③
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
設
定
で
契

約
す
る
。

◆
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
三
つ

の
ポ
イ
ン
ト

①
絶
対
に
会
わ
な
い
。

②
個
人
情
報
、写
真
等
は
絶
対

に
載
せ
な
い
。

③
安
易
に
返
事
を
し
な
い
。

◆
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
身
に
覚
え
の
な
い
メ
ー
ル
は

削
除（
無
視
）す
る
。

②
返
信
、フ
ァ
イ
ル
の
開
封
、問

い
合
わ
せ
は
し
な
い
。

③
心
配
な
メ
ー
ル
は
保
護
者
や

相
談
機
関
に
相
談
す
る
。

三
重
県
青
少
年
育
成
条
例
の
改
正

◆
保
護
者
へ
の
義
務
づ
け

　

青
少
年
が
使
用
す
る
携
帯

電
話
に
つ
い
て
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
い
旨

の
申
し
出
を
す
る
場
合
、携
帯

電
話
事
業
者
へ
の
正
当
な
理

由
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出

が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

◆
携
帯
電
話
事
業
者
へ
の
義
務

付
け

①
携
帯
電
話
の
使
用
者
が
青

少
年（
18
歳
未
満
）で
な
い

か
確
認
す
る
。

②
使
用
者
が
青
少
年
の
場
合
、

保
護
者
に
対
し
て
、フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

設
定
を
説
明
す
る
と
と
も

に
証
明
書
を
交
付
す
る
。

③
保
護
者
か
ら
提
出
さ
れ
た

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
な
い
理
由
が
記

さ
れ
た
書
面
の
保
存
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

少
年
セ
ン
タ
ー　
☎
�
８
２
９
５

⓲

ネ
ッ
ト
や
ケ
ー
タ
イ
の
こ
と 

子
ど

も
た
ち
と
話
し
て
い
ま
す
か
？

ク
ロ
サ
ギ

き

ょ

う

い

く

あ

れ

こ

れ



⓳

　

愛
着
形
成
（
ア
タ
ッ
チ
メ
ン

ト
）
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？
愛
着
形
成
と

は
、「
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
が
感

じ
る
、
心
の
深
い
結
び
つ
き
」の

こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
乳
幼
児
期
は
、身
近
な
人
と
の

深
い
関
わ
り
を
通
し
て
、特
定
の

人
と
の
絆
を
深
め
、人
を
信
じ
る

こ
と
を
学
び
ま
す
。
そ
し
て
、そ

の
身
近
な
人
に
受
け
入
れ
て
も

ら
え
た
安
心
感
が
、そ
の
子
の
心

の
基
礎
と
な
り
、他
の
人
も
信
じ

て
み
よ
う
、沢
山
の
人
と
関
わ
り

を
持
っ
て
み
よ
う
と
い
っ
た
力
に

繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
乳
幼
児

期
は
、こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん

で
い
く
た
め
に
必
要
な「
生
き
る

力
」を
育
む
た
め
の
重
要
な
時
期

な
の
で
す
。

　

何
も
出
来
な
い
赤
ち
ゃ
ん
に

対
し
て
、お
母
さ
ん
が
優
し
く
声

を
か
け
る
、ミ
ル
ク
を
あ
げ
る
、

オ
ム
ツ
を
替
え
る
。
そ
の
行
為

の
一
つ
一
つ
が
、赤
ち
ゃ
ん
の
体

だ
け
で
な
く
、心
も
育
て
て
い
ま

す
。
乳
幼
児
の
小
さ
な
子
ど
も
た

ち
は
、伝
え
る
事
も
上
手
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
大
人
の
よ
う
に
沢
山

の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で
も

な
く
、他
人
が
伝
え
た
い
事
も
十

分
に
理
解
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
切
な
時
期
だ
か
ら
こ

そ
、子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊
か
に

育
む
た
め
に
、お
子
さ
ん
と
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◆
乳
児
期

①
子
ど
も
の
反
応
を
見
な
が
ら
声

を
か
け
、優
し
く
抱
き
し
め
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

②
授
乳
時
や
オ
ム
ツ
交
換
時
も
目

を
合
わ
せ
て
、話
し
か
け
な
が

ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

③
体
に
触
れ
る
遊
び
や
昔
な
が
ら

の
わ
ら
べ
歌
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

④
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
も
親
子
の

絆
を
深
め
ま
す
。
絵
本
は
小

さ
な
赤
ち
ゃ
ん
で
も
絵
本
の

色
や
読
ん
で
く
れ
る
声
に
反

応
し
、驚
く
ほ
ど
素
敵
な
姿
を

見
せ
て
く
れ
ま
す
よ
。

◆
幼
児
期

①
こ
の
時
期
に
な
る
と
理
解
す
る

力
だ
け
で
な
く
、伝
え
る
力
も

つ
い
て
き
ま
す
。
日
々
た
く

さ
ん
の
事
を
吸
収
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
は
、伝
え
た
い
事
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

の
声
に
じ
っ
く
り
と
耳
を
傾
け

て
、応
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

②
こ
の
時
期
の
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
は
、想
像
力
を
豊
か
に
し
て

く
れ
ま
す
。
ま
た
絵
本
は
大
人

も
楽
し
め
る
物
が
沢
山
あ
る

の
で
、楽
し
み
な
が
ら
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
お
気
に
入
り
の

絵
本
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

③
体
も
上
手
に
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
外
で
の
体
を
使
っ

た
大
き
な
遊
び
も
心
と
体
を

育
て
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
何
気
な
い
関
わ
り

が「
愛
さ
れ
た
と
」い
う
経
験
と

な
り
、そ
れ
が
子
ど
も
た
ち
の
自

信
に
な
り
、外
へ
飛
び
出
し
て
い

く
意
欲
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

自
分
の
思
い
を
上
手
に
表
出
し
、

相
手
も
大
切
に
出
来
る
人
に
な
れ

る
よ
う
、大
人
も
子
ど
も
と
一
緒

に
楽
し
み
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
下
さ
い
ね
。

　
11
月
15
日
㈰
の
健
康
ハ
ッ
ピ
ー

デ
イ
で
は
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ

コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
ま
す
。
そ

の
他
に
も
身
近
な
健
康
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま

す
の
で
、ご
家
族
皆
さ
ん
で
お
越

し
下
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

健
康
長
寿
推
進
係
☎
�
３
８
７
１

 

子
ど
も
の
心
を
育
て
ま
し
ょ
う

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り心

を
育
む
関
わ
り
方
と
は
？

　
今
号
で
は
、「
尾
鷲
節
保
存
会
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

尾
鷲
節
保
存
会
と
は
、尾
鷲
節

の
保
存
と
普
及
を
目
的
と
し
て
昭

和
23
年
に
結
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。

活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
、市
内
外

を
問
わ
ず
、各
地
で
行
わ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
や
式
典
で
尾
鷲
節
を
披
露

し
て
い
ま
す
。
11
月
７
日
㈯・８
日

㈰
に
開
催
さ
れ
る「
第
30
回
全
国

尾
鷲
節
コ
ン
ク
ー
ル
」に
お
い
て

も
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
と

し
て
参
加
し
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、尾
鷲
節
を
次
世
代
へ
と

継
承
す
べ
く
、毎
月
第
１
を
除
く

月
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
小
中
学

生
を
対
象
と
し
た「
尾
鷲
節
こ
ど

も
太
鼓
教
室
」を
開
催
し
て
い
ま

す
。
練
習
場
所
は
、市
教
育
委
員

会
１
階
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
人
は
、お
気
軽
に
見

学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
「
尾
鷲
節
こ
ど
も
太
鼓
教
室
」

は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
発
表

と
し
て
、毎
年「
お
わ
せ
港
ま
つ

り
」や「
全
国
尾
鷲
節
コ
ン
ク
ー

ル
」等
の
イ
ベ
ン
ト
で
太
鼓
を
披

露
し
て
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
水
産
商
工
食
の
ま
ち
課

　
　
　
　
　
☎
�
８
２
２
３

尾鷲節

が
ん
ば
ん
り
ょ
る

コ
ー
ナ
ー

保存会

尾
鷲
節
コ
ン
ク
ー
ル
で
披
露
さ
れ
た
太
鼓
演
奏
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熊 野 古 道 セ ン タ ー お問い合わせ　熊野古道センター　☎�２６６６
ホームページ  http://www.kumanokodocenter.com/

　毎週日曜日は、申込不要で参加できる「その場でできる体験教室」（午後 1 時～3 時受付、メニュー週替わり）を
開催しています。
11 月の予定：１日（ 鍋敷きづくり）・８日（ はしづくり）・15 日（ 紙飛行機）・22 日（ ヒノキのカスタネットづく
り）・29 日（ひのきのおもちゃ）

◎東紀州の四季を味わう料理教室 ④
熊野地鶏でクリスマス

～ワンプレートおうちごはん～
三重県立相可高校の村林先生と、同校調理クラブ
の生徒さんを講師にお迎えして、熊野地鶏をメイ
ン食材につかった、お家用のクリスマスワンプレー
トレシピを紹介します。

◇日　時　12 月 25 日㈮　 午後１時～４時
◇定　員　24 人（要申込、応募多数の場合抽選）
◇参加料　2,000 円
◇講　師　村林新吾教諭（相可高校食物調理科）

相可高校調理クラブの皆さん
※申込期間　11 月 25 日㈬～12 月 11 日㈮

午後 5 時

◎特別展「番
ばんどめきょうこ

留京子作品展 熊野だより」
新宮市熊野川町在住の木版画家・木彫アーティス
トの番留京子さんの作品展を開催しています。長
く熊野の森を肌で感じてきた番留氏ならではの聖
地熊野の世界観をお楽しみください。

◇期　間：～ 12月３日㈭　午前 10時～午後 3時
※会期中無休

◇入場料：無料

◎企画展「雨のまち尾鷲気象物語」
雨のまちとして知られる尾鷲。大雨をもたらすメカ
ニズムや気象災害の歴史を紹介します。

◇期　間：～ 11 月 23 日㈪ ㈷
午前９時～午後５時　※会期中無休

◇入場料：無料

配
布
先

　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

完
歩
達
成
者

（
※
順
不
同　
敬
称
略
）

奥
の
細
道
Ｏ
Ｐ
４　
世
古 

將

奥
の
細
道
Ｏ
Ｐ
３　
川
口
洋
司

東
北
名
所
Ｏ
Ｐ
２　
川
口
孝
子
、山
本
恵
美

⑯
奥
の
細
道
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１　
大
倉
幸
子

⑭
北
海
道
～
札
幌
～
函
館
編

高
芝
治
子
、西
村
美
保
、小
川
雅
士

⑬
北
海
道
～
北
見
～
札
幌
編

山
下
み
さ
子

⑫
北
海
道
～
稚
内
～
北
見
編

山
田
房
子
、川
上
博
康

⑪
九
州
熊
本
～
門
司
編

大
藤
和
子
、小
川
裕
也

⑩
九
州
志
布
志
～
熊
本
編　
原 

み
さ
こ

⑦
土
佐
の
国
編　
濵
中
多
眞
喜

⑤
周
防
灘
編　
岡 

明
子

④
瀬
戸
内
編　
北
村
恵
美

③
奈
良・京
都

榎
本
隆
子
、濵
口
美
智
子
、山
下
恭
徳

②
東
海
道
編

木
村
盛
明
、中
山
多
見
子

①
熊
野
古
道
編

田
村 

勝
、大
山
ち
た
子

お
問
い
合
わ
せ

　
　
健
康
長
寿
推
進
係　
☎
�
３
８
７
１

「
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩

の
旅
」で
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
よ
り
楽
し
み
な
が
ら
続

け
ら
れ
る「
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩
の

旅
」マ
ッ
プ
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

◎ K
コ コ
oko（心）K

カ ラ
ara（体）健康ウォーキングデー　11 月はお休みです。

お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１

こころの悩みや不調を抱えていませんか。保健師による「こころの健康相談」
を行っています。お気軽に下記までお問い合わせください。こころの健康相談

お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１
【相談内容】こころの健康についての相談
【日時・場所】ご相談に応じます。※電話でも相談できます。

◎第９回　熊野古道写真学校～熊野と出会う～
日本を代表する風景写真家、竹内敏信氏（日本写真
家協会会員）を学長に、世界遺産である熊野古道や
その周辺を舞台として、写真のスキルアップを目指
す写真教室です。
※詳細は熊野古道センターまでお問合せ下さい。

◇日　時　11 月 21 日㈯
午後０時 30 分～11 月 23 日㈪㈷ 正午

◇定　員　40 人（要申込・先着順）
◇参加料　A プラン　28,000 円（２泊６食付 )

B プラン　12,000 円（宿泊無し、昼２食付）
◇場　所　尾鷲市・紀北町
◇講　師　清水重蔵さん（日本写真家協会会員・新潟

県写真家協会会員・日本写真家連盟講師）
杉本恭子氏 ( 日本写真家協会会員・キヤ
ノンＥＯＳ学園講師など、その他講師や審
査員として活躍）

◇締　切　11 月 6 日㈮まで



㉑

当 番 医

当 番 薬 局

時間は原則として午前９時～午後５時
救急医療情報システムは☎�１１９９
◎ 変更する場合もあります。
◎ 紀北医師会
　 http://www.kihoku-med.or.jp/

　各診療所での休日診療は、原則、第１・
３・５日曜日です。なお尾鷲総合病院で
は、すべての休日に紀北医師会の当番医
が一次診療を行っています。
月　日 医　院　名 電　話
11/ １ きば内科クリニック �３５３５
11/15 三 木 浦 診 療 所 �２３１６
11/29 西 村 整 形 外 科 �３２１０

月　日 薬　局　名　
11/ １ く ろ だ 薬 局 病 院 前
11/ ３ く ろ だ 薬 局 病 院 前
11/ ８ く ろ だ 薬 局 病 院 前
11/15 く ろ だ 薬 局 病 院 前
11/22 く ろ だ 薬 局 病 院 前
11/23 く ろ だ 薬 局 病 院 前
11/29 く ろ だ 薬 局 病 院 前

午前９時～午後５時

休日の急病はこちら

◆子宮頸部・体部がん検診は、下記の医療機関で随時、受診することが
できます。

尾鷲総合病院 ☎� 3111、上田医院 ☎� 1329、
海山レディースクリニック ☎� 0888

◆申込先  健康長寿推進係 ☎� 3871、南輪内センター ☎� 2004、
北輪内センター ☎� 2004

　　　　　　　　　お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１

◎乳がん・子宮頸がん検診（自己負担金があります）
実施日 乳がん受付 子宮頸がん受付 場所 定員

11月10日㈫
※受付中です。

10:00 ～
10:30 なし 福祉保健

センター
乳がん40人

13:30 ～
14:30

13:30 ～
14:30

乳がん 40 人、子
宮頸がん 80 人

※乳がん検診のみ、定員となりましたので申し込みを締め切りました。

◎胃がん・肺がん検診（自己負担金があります）
実施日 受付時間 場所 定員

11 月 17 日㈫
※受付中です。

8:00 ～ 8:30 古江コミュニティーセンター 胃がん50人
肺がん100人9:40 ～10:00 賀田コミュニティーセンター

12 月 17 日㈭
※ 11/26 受付
     開始です。

8:00 ～ 8:30 三木里コミュニティーセンター 胃がん50人
肺がん100人10:00 ～ 10:30 福祉保健センター

　
三
重
県
と「
み
え
次
世
代
育
成

応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」で
は
、子

ど
も
の
育
ち
や
子
育
て
家
庭
を
地

域
社
会
み
ん
な
で
応
援
し
て
い
こ

う
と
、「
子
育
て
応
援
！
わ
く
わ

く
フ
ェ
ス
タ
」を
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
、東
紀
州
地
域
で
は
初
め

て
の
開
催
で
、お
仕
事
体
験
や
工

作
体
験
、子
育
て
情
報
の
紹
介
、

子
ど
も
た
ち
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
な

ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
、東
紀
州

地
域
の
特
産
品
を
は
じ
め
飲
食
物

の
販
売
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

が
満
載
で
す
の
で
、ぜ
ひ
、家
族

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
場
所

東
長
島
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育

館
、武
道
館（
紀
北
町
紀
伊
長

島
区
東
長
島
７
６
９
番
地
１
）

◆
日
時

11
月
14
日
㈯
、15
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
お
問
い
合
わ
せ

三
重
県
健
康
福
祉
部

子
ど
も・家
庭
局
少
子
化
対
策
課

☎
０
５
９
‐
２
２
４
‐
２
２
６
９

実 施 日 場 所 時 間

11 月 19 日㈭
尾鷲三田火力発電所 午前 10 時～正午

三重県尾鷲庁舎 午後２時～４時

※運転免許・保険証など、本人確認ができるものを持参してください。
　なお、薬を服用している人、特定の海外渡航歴のある人は献血できません。

◎献血

◆対象者  年齢 18 ～ 69 歳（男性は 17 歳も可能です。）
　　　　  体重 50㎏以上の人

第
10
回 

子
育
て
応
援
！
わ
く

わ
く
フ
ェ
ス
タ

◆
対
象

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、今
年

度
に
満
40
歳
に
な
る
人

※
昭
和
50
年
４
月
１
日
か
ら

昭
和
51
年
３
月
３
１
日

生
ま
れ
の
人

②
市
内
に
住
所
を
有
し
、今
年

度
に
満
41
歳
以
上
に
な
る

人
で
、過
去
に
市
が
実
施
し

た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

受
け
た
こ
と
が
な
く
、検
診

を
希
望
す
る
人

◆
申
込
方
法

対
象
者
①
の
人

市
内
医
療
機
関
に
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
案
内
に
同
封
の
医
療
機
関

参
照

対
象
者
②
の
人

左
記
の
と
こ
ろ
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
期
間

７
月
１
日
㈬
～
11
月
30
日
㈪

◆
検
診
内
容

血
液
検
査

（
Ｂ・Ｃ
型
ウ
ィ
ル
ス
検
査
）

◆
検
診
料　
　
無
料

　
お
問
い
合
わ
せ

健
康
長
寿
推
進
係
☎
�
３
８
７
１

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診



　
市
長
が
住
民
の
皆
さ
ん
と
気
軽

に
お
喋
り
を
し
な
が
ら
、市
政
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
す
る
た
め

に
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

の
地
区
を
基
本
に
毎
月
１
回
開

催
し
、皆
さ
ん
の
地
区
を
訪
問
し

ま
す
。

　
ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

九
鬼
地
区

◆
日
時

11
月
12
日
㈭　
午
後
６
時
～

◆
場
所

九
鬼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー

お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
市
長
公
室

　
☎
�
８
１
３
１

◎
司
法
書
士
相
談（
要
予
約
）

　
17
日
㈫　
午
前
10
時
～
正
午

　
黒　
久
恭　
司
法
書
士

◎
無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

　
18
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
６
時

　
原　
春
加　
弁
護
士

◎
人
権
相
談（
要
予
約
）

　
20
日
㈮

　
山
下  
良
澄  

人
権
擁
護
委
員

　
佐
々
木 
秀
玄  
人
権
擁
護
委
員

◎
行
政
相
談（
要
予
約
）

　
25
日
㈬

　
小
倉　
正
義　
行
政
相
談
員

■
全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間

　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」は
、配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
、Ｄ
Ｖ
、職
場
等
に

お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と

い
っ
た
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な

人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
を

受
け
付
け
る
専
用
電
話
で
す
。

　
電
話
は
、最
寄
り
の
法
務
局・

地
方
法
務
局
に
つ
な
が
り
、相

談
は
女
性
の
人
権
問
題
に
詳
し

い
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁

護
委
員
が
対
応
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

本
年
度
も
強
化
週
間
と
し

て
、11
月
16
日
㈪
か
ら
22
日
㈰

ま
で
の
期
間
、次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時（
土・
日
曜
日
は
午
前
10

時
～
午
後
５
時
）

◆
相
談
先

全
国
統
一
番
号

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　
申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

☎
�
８
２
５
０

◎
児
童
相
談・女
性
相
談

　
10
日
㈫

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
福
祉
保
健
課

　
☎
�
８
２
０
１

◎
三
重
大
学
連
携
室
相
談

18
日
㈬

　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
１
時
～
４
時

　
※
前
日
午
後
１
時
ま
で
に
予
約

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
相
談
日
は
変
更
す
る
場
合
が

　
　
あ
り
ま
す
。

　
申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
市
長
公
室　

☎
�
８
１
３
４

　
市
営
住
宅
の
入
居
補
欠
者
を
募

集
し
ま
す
。
今
回
は
４
月
末
ま
で

に
空
き
家
が
出
た
場
合
の
入
居
順

位
の
み
の
募
集
で
す
。

◆
募
集
期
間

11
月
４
日
㈬
～
20
日
㈮
（
土・

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

◆
入
居
資
格

　

平
均
月
収
が
15
万
８
千
円

以
下
な
ど
、詳
し
く
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
建
設
課

　
☎
�
８
２
４
１

　
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
受
付

が
間
も
な
く
終
了
し
ま
す
。
忘
れ

ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
事
項
を
記
入
し
、必
要
書
類

（
申
請
書
、印
鑑
、身
分
証
明
書
、

振
込
先
の
通
帳
）を
持
参
の
う

え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

代
理
申
請
の
場
合
は
、代
理
申
請

者
の
身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。

◆
申
請
期
限

12
月
１
日
㈫
ま
で

　
申
請・お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
福
祉
保
健
課☎

�
８
２
０
１

◆
日
時

第
１
回

11
月
７
日
㈯

午
後
１
時
30
分
集
合・
受

付
、午
後
２
時
開
始

（
次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
き
ま
す
。）

有
料
広
告
欄

広告を掲載しませんか？
「広報おわせ」に掲載希望の広告を募集します。
１月号の締め切りは、11 月 20 日㈮です。
大きさ １枠　縦 50㎜×横 80㎜ 詳しくは、

お問い合わせ
ください。

市長公室
☎�８１３２

掲載料
１枠につき月額
市内業者　１０，０００円
市外業者　１５，０００円

固定資産税４期、国民健康保険税６期、後期高齢者保険料５期の納期限は 11 月 30 日㈪です。
　　税務課　☎�８１７３

市
民
相
談

㉒

臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請
は
済
み
ま
し
た
か

第
９
回
美
し
国
三
重
市

町
対
抗
駅
伝
尾
鷲
市
代

表
選
手
選
考
会
開
催

市
営
住
宅
補
欠
入
居
者

募
集

平成 26 年度四季の尾鷲フォトコンテスト秋部
門優秀賞作品「満天の星」奥村敏之さん撮影

お
し
ら
せ

住
民
懇
談
会
を
開
催

し
ま
す



第
２
回

11
月
29
日
㈰

午
前
９
時
30
分
集
合・
受

付
、午
前
10
時
開
始

※
小
雨
決
行

◆
場
所

市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
参
加
資
格

平
成
27
年
12
月
１
日
現
在
、市
内

に
在
住
、ま
た
は
、勤
務
し
て
い

る
者
。た
だ
し
、他
県
、県
内
の

学
生
に
於
い
て
は
保
護
者
が
市

内
に
居
住
し
て
い
る
者
と
す
る
。

◆
選
考
選
手

第
１
区（
１・
28
㎞
）小
学
生

女
子
、
第
２
区（
１・
85
㎞
）

小
学
生
男
子
、第
３
区（
３・

83
㎞
）中
学
生
女
子
、第
４
区

（
５・
58
㎞
）中
学
生
男
子
、第

５
区（
４・
60
㎞
）40
歳
以
上

男
子
、
第
７
区（
２・
89
㎞
）

一
般
女
子
、第
８
区（
３・
43

㎞
）20
歳
以
上
女
子
、第
10
区

（
６・925
㎞
）20
歳
以
上
男
子

◆
選
考
方
法

　

第
１・２
区
は
１
、５
０
０
ｍ

競
争
、
第
３・４・５・７・８
・
10

区
は
３
、０
０
０
ｍ
競
争
の
結
果

成
績
順
で
各
区
２
人
選
出
す
る
。

（
選
考
会
の
結
果
を
も
と
に
、

実
行
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。）

◆
申
込
期
限

11
月
２
日
㈪
午
後
５
時
ま
で

　
申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
　
尾
鷲
市
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
�
８
２
９
９

　
心
と
身
体
を
健
康
に
す
る
た
め

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　
11
月
27
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

◆
定
員

　
15
人

◆
参
加
料

無
料

　
申
込・お
問
い
合
わ
せ

矢
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
�
６
３
６
７

　

平
成
27
年
度
紀
北
地
区
こ
ど

も
わ
か
も
の
育
成
支
援
の
た
め

の
地
域
研
修
会（
少
年
の
主
張
紀

北
地
区
大
会
）と
し
て
、紀
北
地

区
管
内
の
中
学
生
７
人
に
よ
る

作
文
発
表
と
紀
北
中
学
校（
エ
イ

サ
ー
）、赤
羽
中
学
校（
篠
笛
）の

文
化
活
動
発
表
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

12
月
５
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
４
時

◆
場
所

紀
北
町
若
者
セ
ン
タ
ー

（
紀
伊
長
島
区
島
原
）

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
少
年
セ
ン
タ
ー☎

�
８
２
９
５　

◆
対
象

　
扶
養
義
務
者
が
３
年
以
上
本

市
に
居
住
し
て
い
る
人
で
、高

等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
平
成
27
年
３
月
卒
業
及
び
平

成
28
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

◆
申
請
受
付

11
月
４
日
㈬
～

13
日
㈮
午
後
５
時（
必
着
）

申
請
書
類
等
詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
持
参
の
場
合
は
、土・日
曜
日

及
び
祝
日
を
除
く
日
の
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

で
で
す
。ま
た
、郵
送
の
場

合
は
指
定
日
時
必
着
で
す
。

◆
面
接

　
11
月
28
日
㈯
の
午
前
に
尾
鷲

総
合
病
院
内
で
行
い
ま
す
。

◆
内
容

　
市
長
及
び
尾
鷲
総
合
病
院
長

の
面
接
に
よ
り
２
人
ま
で
推
薦

し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
健
康
長
寿
推
進
係

☎
�
３
８
７
１

海の幸・山の幸！　尾鷲の名産がお買い得 !!

1 1 月 7日㈯・1 2月 5日㈯
午前８時 30 分～午後０時 30 分　尾鷲魚市場
お問い合わせ　尾鷲商工会議所　☎�２６１１
　　　　　　　水産商工食のまち課
出店者募集中 !! 詳しくは、お問い合わせを。

 

「三木浦こいやぁ」は 11月21日㈯開催予定です。

　　老人クラブ 11 月の講座　老人クラブ連合会　☎�７９４１
講座名 日　　時 講座名 日　　時

カラオケさくら ２・16 日 午前９時 30 分～ コ ー ラ ス 11・25 日 午後１時 30 分～

カラオケたんぽぽ ９・30 日 午前９時 30 分～ 民 謡 ５・19 日 午前 10 時～

俳 句 ９日 午後１時 30 分～ 生 花 ６・27 日 午前９時 30 分～

折 り 紙 10・24 日 午前９時 30 分～ 日 舞 27 日 午後１時～

書 道 ４・18 日 午前９時 30 分～ 詩 吟 10・27 日 午後１時 30 分～

茶 道 ４・18 日 午後０時 30 分～

㉓

し尿くみ取り日程

お問い合わせ
クリンクルセンター 　 ☎�０６０５

曽　根　11 月  ２日㈪
三木浦　11 月  ４日㈬ ～  ６日㈮
三木里　11 月  ９日㈪ ～12 日㈭
梶　賀　11 月 13 日㈮
古　江　11 月 16 日㈪ ～19 日㈭
賀　田　11 月 24 日㈫ ～27 日㈮

少
年
の
主
張

紀
北
地
区
大
会

タ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ラ
ピ
ー

体
験
講
座
開
催

平
成
28
年
度
三
重
大
学

医
学
部
医
学
科
推
薦
入

試
地
域
枠
Ｂ
に
つ
い
て



今
月
は
全
国
尾
鷲
節
コ
ン
ク
ー

ル
、海
・
山
ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク
、魚

ま
つ
り
、防
災
フ
ェ
ア
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
で
、尾
鷲
が
い
つ
も
よ
り
ア
ツ

く
躍
動
し
ま
す
。
注
目
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
、30
回
を
迎
え
る
全
国
尾
鷲

節
コ
ン
ク
ー
ル
。
も
の
ま
ね
コ
ン

サ
ー
ト
や
屋
外
の
お
店
な
ど
、笑
い

と
食
べ
歩
き
が
楽
し
み
で
す
。
ま

た
、同
日
に
行
わ
れ
る
魚
ま
つ
り
に

は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
出
て
い
ま
す
の

で
、そ
こ
で
も
た
く
さ
ん
お
い
し
い

物
や
楽
し
い
こ
と
に
出
会
う
こ
と
が

で
き
そ
う
で
す
。

　

と
い
う
こ
と
で
、広
報
担
当
も
赤

色
の
腕
章
を
付
け
て
、
各
イ
ベ
ン

ト
に
お
邪
魔
す
る
予
定
で
す
の
で
、

「
広
報
お
わ
せ
」
に
写
真
が
載
っ
て

て
も
い
い
よ
！
と
い
う
場
合
は
、気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

《
一
般
図
書
》

・
中な

か
の野
の
お
父と

う

さ
ん　
　
北き

た
む
ら村　
薫か

お
る　
著

　
出
版
社
に
勤
め
る
田
川
美
希
は
、身
近
に
起
こ

る
様
々
な
謎
を
中
野
に
住
む
父
親
に
相
談
す
る
。

定
年
間
際
の
お
腹
の
出
た
父
親
は
、レ
ン
ジ
に
入

れ
て
ボ
タ
ン
を
押
し
た
ら「
チ
ン
」と
答
え
が
出

る
よ
う
に
明
快
に
解
決
し
て
い
く
の
だ
。
文
学
好

き
に
は
た
ま
ら
な
い
、ほ
の
ぼ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
。

・
理り

け
い系
の
料り

ょ
う
り理　
　
後ご

と
う藤　
隆り

ゅ
う
す
け介　
著

　
料
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
が
一
般
的
な

料
理
本
を
読
ん
で
も「
適
量
」や「
下
味
を
つ
け

る
」が
理
解
で
き
な
い
。
そ
ん
な
人
の
た
め
の
詳

細
な
手
順
書
。「
料
理
し
な
い
生
活
」か
ら「
料
理

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
」
理
屈
派
の
著
者

に
よ
る
体
験
的
料
理
入
門
書
で
す
。

そ
の
他

・
職

し
ょ
く
ぎ
ょ
う
業
と
し
て
の
小し

ょ
う
せ
つ
か

説
家　
　
村む

ら
か
み上　
春は

る
き樹　
著

・
非ひ

こ
ん婚
で
す
が
、そ
れ
が
何
か
⁉　
　
上う

え
の野　
千ち

づ

こ
鶴
子
ほ
か　
著

《
児
童
図
書
》

・
ほ
し
じ
い
た
け　
ほ
し
ば
あ
た
け　
　
石い

し
か
わ川　
基も

と
こ子　
作

　
き
の
こ
む
ら
の
は
ず
れ
に
す
む
、ほ
し
じ
い
た

け
と
ほ
し
ば
あ
た
け
。
大
好
き
な
ひ
な
た
ぼ
っ
こ

を
し
な
が
ら
、村
の
き
の
こ
た
ち
と
く
ら
し
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、き
の
こ
む
ら
に
大
事
件
が
発

生
！ 
日
ご
ろ
は
穏
や
か
な
ほ
し
じ
い
た
け
と
ほ

し
ば
あ
た
け
が
大
活
躍
し
ま
す
。
知
恵
と
勇
気
が

つ
ま
っ
た
、楽
し
い
絵
本
で
す
。

そ
の
他

・
マ
マ
な
ん
サ
イ
？　

   

越お

ち智　
あ
や
こ  
文

・
テ
レ
ビ
の
ず
る
や
す
み　
　
村む

ら
か
み上　
し
い
こ　
作

★
今
月
の
夜
間
観
望
会

６
日
㈮
～
７
日
㈯

す
ば
る・ベ
ガ・デ
ネ
ブ
ほ
か

13
日
㈮
～
14
日
㈯

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
大
星
雲・北
極

星（
二
重
星
）ほ
か

20
日
㈮
～
21
日
㈯

上
弦
過
ぎ
の
月

27
日
㈮
～
28
日
㈯

す
ば
る・天
王
星・ペ
ル
セ
ウ
ス

座
二
重
星
団

・
入
館
時
間　
午
後
７
時
～
９
時

・
夜
間
曇
雨
天
の
場
合
は
閉
館

★
昼
間
の
一
般
観
望

黒
点
や
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
等
、太
陽

の
表
面
を
観
望
し
ま
す
。

金・土・日
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

★
毎
月
第
三
日
曜
は
家
庭
の
日

で
入
館
料
は
無
料
で
す

　
み
え
森
と
緑
の
県
民
税
市
町
交

付
金
事
業
に
よ
り
、閲
覧
机
と
椅

子
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
尾
鷲

産
材
で
作
ら
れ
た
も
の
で
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
は
な
し
だ
っ
こ・自
由
参
加

・
日
時　
11
月
５
日
㈭

・
対
象

　
①
１
歳
児
以
上
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

　
②
０
歳
児
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

・
内
容　
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
、わ
ら

　
　
　
　
べ
う
た
、指
遊
び
な
ど

　
※
兄
弟
で
の
参
加
は「
１
歳
児

以
上
」に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
お
は
な
し
の
時
間・自
由
参
加

・
日
時　
11
月
12・19・26
日
㈭

　
午
後
３
時
～
４
時

・
対
象   

幼
児

・
内
容　
紙
芝
居
・
絵
本
の
読
み

　
　
　
　
聞
か
せ
・
折
紙
ほ
か

◆
お
は
な
し
の
広
場・自
由
参
加

・
日
時　
11
月
14・28
日
㈯

　
午
前
11
時
～
正
午

・
対
象   

小
学
生

・
内
容　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、紙
芝

居
ほ
か

11
月
の
休
館
日

２
・
３
・
９
・
15
・
16
・
23
・

30
日

２
０
１
５（
平
成
２
7
年
）

11
月
号

発
行

日
　

平
成

２
7

年
1

1
月

１
日

編
集

者
　

尾
鷲

市
市

長
公

室
秘

書
広

報
係

〒
519-3696 三

重
県

尾
鷲

市
中

央
町

10
番

43
号

☎
0597-23-8132　

FAX0597-22-2111
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
　

http://w
w

w
.city.ow

ase.lg.jp/ N
o.741

広
報

▲

防災行政無線の放送内容は、通話料無料のフリーダイヤル 0120-920-999 で聞くことができます !!

人　の　動　き
（９月末現在）

　人　口 19,216 人　  （ 前月比 -４）
  　（男 8,941 人　女 10,275 人）

　世帯数 9,763 世帯（前月比 - ６）
　転　入    41人　 　転　出  3 6 人
　出　生　 ８人　　 死　亡  1 7 人

その他    ０ 人　  （住民基本台帳）

「広報おわせ」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

お
わ
せ

今
月
の
お
す
す
め
図
書

天
文
科
学
館 

☎
�
０
５
２
５

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

編
集
後
記


